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落合町・追分の道しるべ�

No.435 平成14年９月10日（隔月発行）�

　真庭郡落合町上河内追分にある。建立は文久３年（1863）。�
　国道181号線を津山方面から西へ、ＪＲ姫新線を左に見ながら進むと追分の峠に差しかかる。峠を越え
ると久世、勝山へ。さらに北西に進めば美甘、新庄とかつて宿駅の置かれた町をたどる出雲往来の旅とな
る。西南へ県道垂水追分分線を進めば落合に出る。この分岐
点に六角柱の道標はある。�
　六面には「西　出雲大社江三十七里」「伯州大仙江拾七里」
「伊勢大神宮江八十五里」「東　木山宮従是左江三里五ヶ村日詣」
「讃州金毘羅江三十三里」「能勢妙見江四十五里坪井宿」と記し
てある。�
　西からはこんぴら参り、お伊勢参りに、備前・備中からは
大山寺への牛馬市通い、近郷の村々からは畜産の神、木山宮
への参詣に訪れる人々をこの道標が迎えた。�
　六角柱のそばにもう一つ小さな道標がある。建立は元禄年
間にされたもので、六角道標と併せて落合町指定の文化財と
なっている。�
【参考文献】�
「落合町史　地区誌編」落合町史編集委員会／編纂　落合町
　1999　「岡山の道しるべ」巌津政右衛門／著　日本文教出
版（岡山文庫70）1976　「岡山県歴史の道調査報告書第４集
　出雲往来」岡山県教育委員会／編集・発行　1993
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�
■レファレンス・サービスについて�

　図書館には、例えば「終戦時の玉音放送の原
稿を見たい」「吉備津神社の宮内踊りについて
調べたい」といった質問・相談が毎日たくさん
寄せられています。図書館員は、これらの質問
・相談に対し、求める情報が掲載されている資
料を探し出し、質問者に紹介しています。この
サービスがレファレンス・サービスです。�
　当館では、県内の公共図書館と協同で、郷土
に関する内容のレファレンス事例を蓄積して
データベース化し、インターネット上で公開し
ようという試みを始めようとしています。�
�
■レファレンス事例蓄積の効果�

　そもそもレファレンス事例を蓄積すると、ど
のような効果があるのでしょうか。�
　まず、利用者の求めに迅速に対応することが
できるようになります。類似の事例を参考にす
ることにより、目的の資料を効率的に探し出し、
提供することができるようになるのです。また、
事例を共有することにより、職員間の知識・経
験の較差を多少補うことも可能です。職員の自
己研鑽のためのテキストとしても使うことがで
きるでしょう。�
�
■レファレンス・データベースを県内の
公共図書館と協力して構築することに
よる効果�

　県内の公共図書館と協力してレファレンス事
例を蓄積し、データベース化するにあたっては、
事例登録の書式や登録基準など、解決すべき問
題は山積です。しかし、各館が相互協力するこ
とにより、１つの館で蓄積するよりたくさんの

事例を蓄積することができ、より充実したデー
タベースとして運用できるでしょう。�
　また、各図書館にとっては、他館の事例を参
考にすることによって、自館資料の充実につな
げることができます。�
　また、図書館によっては、特定の分野・テー
マに関する資料を、重点的・網羅的に集めてい
るケースが多々あります。レファレンス・デー
タベースが充実してくると、各館の得意分野が
より明確になるため、レファレンス・サービス
での相互協力体制がとりやすくなるでしょう。�
�
■レファレンス・データベースを公開す
ることによる効果�

　構築したレファレンス・データベースは、イ
ンターネットで一般に公開する予定です。�
　このことによって、住民は直接レファレンス
・データベースにアクセスすることができるよ
うになるため、関心のある事例を直接検索する
ことによって、調査・研究の参考にすることが
できます。�
　また、レファレンス・サービスそのものの
ＰＲ効果が期待できます。さらに、その波及効
果も考えられます。図書館でレファレンス・
サービスを行っているという認知が広まれば、
住民の図書館利用の促進にもつながるのではな
いでしょうか。�
　当館では、郷土に関する内容のレファレンス
事例を蓄積してデータベース化し、公開するこ
とについて、以上のような効果を期待していま
す。�
�
■進捗状況及び計画�

　現在当館及び８つの市町村立図書館の協力を
得、データベースのプロトタイプを構築しつつ
あるところです。まだ問題点の検証という意味
も含めての実験であり、データもまだまだ集
まっていないので、すぐに公開というわけには
いきません。しかし、モデル的なデータベース
ができあがればインターネットで公開する予定
です。将来的には、県内全ての公共図書館に協
力を求め、より充実した郷土に関するレファレ
ンス・データベースの構築を目指したいもので
す。�
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　水谷勝隆は慶長２年（1597年）に水谷勝俊の嗣

子として京に生まれた。慶長５年（1600年）の関

ヶ原の戦いの時には勝俊は関東へ下っており、幼

い勝隆は石田三成によって人質にされかねない状

況にあった。それを近衛龍山（前久）にかくまっ

てもらうことによってまぬがれた。龍山は西軍で

ある島津氏の落ち武者もかくまっており、東軍・

西軍に関係なく救済していたのである。�

　勝隆は慶長６年（1601年）に関東に下り、祖父

水谷正村の築いた下野国久下田城へ入る。水谷氏

は代々結城家に属していた。徳川家康の子秀康は

この結城家の結城晴朝の養子であった。�

　父勝俊が慶長11年（1606年）に亡くなったため

勝隆は10歳で父の遺領を継ぎ、常陸・下野の両国

内において３万２千石を領有し、常陸国下館城に

居を移した。慶長13年（1608年）には従五位下伊

勢守に叙任された。�

　勝隆は大坂の役の際、徳川方の酒井家次の組に

属して活躍している。勝隆の最初の正室は家次の

娘であった。死別してから迎えた正室は寺沢広高

の娘であった。寺沢広高の子が堅高で、寛永14年

（1637年）の島原の乱の際に天草を領有していた

ため乱の責任を問われ、天草領４万石を没収され

た。その後堅高が自害して家名は断絶する。�

　勝隆は寛永16年（1639年）に転封となり、備中

・播磨両国内に５万石を領有して川上郡成羽に

入った。成羽川の水路変更と新陣屋の建設を行っ

たが、わずか３年で再び転封となる。�

　寛永19年（1642年）に備中国松山城に入り、播

磨国内の領地１万石を備中国へ移した。�

　勝隆は土木事業に堪能な人材を抱えていたらし

く、様々な事業を展開した。長尾外新田の開発を

手始めに、船穂・玉島・上成・爪崎の新田開発を

行った。また、玉島港築港工事や高瀬通しと呼ば

れる運河開削を行っている。鉄山の開発にも力を

尽くし、製鉄業を盛んにしていった。�

　勝隆は寛文４年（1664年）の68歳で死に、常陸

国下館の定林寺に葬送された。�

　勝隆の跡を継いだのはその子勝宗で、４万８千

石を領有した。勝宗の弟勝能は２千石を受け継い

だ。勝能及びその子孫は代々旗本として将軍に仕

えていく。�

　勝宗は父と同じく土木事業や新田開発に力を入

れ、松山藩の発展に大いに貢献した。備中松山藩

は勝宗の時に新墾田２千石を合わせて再び５万石

の石高となる。�

【参考文献】�
「新訂 寛政重修諸家譜」（続群書類従完成会Ｓ40）
「成羽町史 通史編」（Ｈ8）「高梁市史」（Ｓ54）�
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●「ニッポン人の買い物データブック2002｣�

（2002. 3　生活情報センター）�

　本書には、官公庁や民間機関によって集められた、

衣食住に関わるあらゆる買い物のデータが収録さ

れている。�

　例えば、総務庁の行う家計調査を見ると、１世

帯あたりの１か月の収支やお金の使い道が分かる。

平成２年と同12年のデータが併記されており、歴

史的な変遷も辿ることができる。                 �

　ほかに、日本即席食品工業協会のインスタント

ラーメンの調査を見てみると、購入頻度や購入場所、

購入の際に重視する事柄、袋めんの購入状況、

カップめんの購入状況、新製品購入のきっかけな

どが、年齢・地域別でグラフ化されている。また、

リクルートの結婚に関する調査では、新生活で揃

える物品のほか、１か月の収支、赤字の月のやり

くり方法、小遣いの額、へそくりの総額などが、

細かく集計されている。�

　このようにさまざまな調査

結果が収録されており、仕事

だけでなく一個人としても、

自分の日常に当てはめながら

楽しく眺めることができる

データ集となっている。�
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◇古代ロマンの探索　日本海から吉備へ　高見茂
著、発行　2001　475㌻�
◇清明伝説と吉備の陰陽師　高原豊明著　岩田書
院発行　2001　282㌻�
◇潮鳴りが聞こえる　私の小川正子　坂入美智子
著　不識書院発行　2002　304㌻�
◇内山完造の生涯　日中友好の架け橋　内山完造
顕彰会編集、発行　2002　24㌻�
◇トライやる・とみやま　平成13年度　岡山市
立富山中学校〔編〕、発行　2002　82㌻�
◇吉備高原山の学校　子どもとともに学ぶ　井上
肇著　山陽新聞社発行　2002　283㌻ �
◇岡山和算物語　額田昭子〔著〕、発行　2002　
30，49，49㌻�
◇蘆田橋（備前大橋）の記録　池上淳之編、〔発
行〕　2002　106㌻�
◇岡山県図書館便覧　2002年2月　岡山県図書

館協会企画委員会編集　岡山県図書館協会発行　
2002　77㌻ �
◇岡山県人物・人材情報リスト　2002　日外
アソシエーツ株式会社編集、制作　2002　44，49，
673㌻�
◇新世紀おかやま夢づくりプラン　ハート・アク
ティブおかやま～活力に満ちた「心」通う郷土づ
くり　岡山県編集、発行　2002　192㌻�
◇人権教育行政の推進の在り方について　答申　
岡山県人権教育推進委員会〔編〕、発行　2002　
12，4㌻�
◇岡山県の環境に関する意識調査報告書　平成
13年11月　岡山県生活環境部環境政策課〔編〕、
発行　2001　339㌻�
◇スポーツ指導者のための指導書　岡山県体育協
会スポーツ科学特別委員会〔編〕、発行　2002　
57㌻�
◇岡山おもしろウォッチング　珍々おかやま楽し
み図絵　岡山文庫216　おかやま路上観察学会
編　日本文教出版発行　2002　173㌻�
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◇
( by Suzanne J. E. Tourtillott / Lark 
Books / 2001 ) 
　日常生活からちょっと離れて自分の

考えや経験を書きとめておき、自分らしさを表現
しておくのにぴったりなのが、ジャーナル（日
誌）づくりである。ジャーナルづくりをすること
で、心理的・肉体的な癒しになり、観察力・洞察
力も鍛えられるのである。また、内面の自分を引
き出し見つめなおすことで感受性がさらに豊かに
なり、創造の喜びに満足感を感じることであろう。�
　本書では、ジャーナルづくりの材料となる紙の
紹介から、ジャケットカバーの作り方、のり・糸
・布テープを使っての製本技術、針、はさみ、
ブックプレスの使い方にいたるまで、事細かに記
載している。様々な紙を使い、押し花・花の種・
スケッチなども取り入れたユニークなジャーナル
の実例も紹介している。�
　世界に一つしかないオリジナルのジャーナルを
作ってみたいという人にぴったりの本である。�
�

◇

( by Reeve Lindbergh / Simon & 
Schuster / 2001 )

　著名な女性飛行家で作家の、アン・モロー・リ
ンドバーグ夫人は、コネチカット州の自宅から、
末娘のリーブ一家の住むバーモント州へと転居し
た。リンドバーグ夫人は九十才代で、度重なる脳
溢血のためほとんど口がきけない状態になってお

り、体も衰弱し看護を必要としていた。アルツハ
イマー病や脳卒中などで倒れた老人の世話をした
ことのある人には、看護のもどかしさ、心痛、苦
悩が容易に理解できるはずであろう。リーブは、
悩みながらも、人生の最終段階を迎えた母親と正
面から向き合って過ごしたのだ。本書は、リーブ
・リンドバーグが母親と過ごした最後の17ヶ月を
綴った、感動的な回顧録である。�
�

◇ 
( by Kate McMullan / illustrated by 
Jim McMullan / Joanna Cotler Books 
/ 2002 )

　「みんなが眠っている夜の間に、おれがやって
いることを知ってるかい。なんと、みんながだし
たゴミを食べているんだ。」と、ゴミ収集車は、
大胆に言い放つ。大きい、うなるような音を出し
ながら、いやなにおいのするゴミを力一杯食べる
のが、ゴミ収集車の仕事なのだ。でも、ゴミ収集
車なしでは、町は美しくなりはしない。ゴミ収集
車を主人公にしながら、「はたらくくるま」の大
切さを子供たちに示している教育的な絵本である。�
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　竹喬美術館は本年10月１
日に開館20周年を迎える。
美術館の歴史にとって、十年、
二十年という節目自体はそ
う重要とは思わない。しかし、
この20年の歴史をともに歩
んだ者として、さまざまに
思い出されることもあり、

さらに将来にわたって期するところもある。�
　竹喬美術館の建設構想は、すでに竹喬が笠岡
市名誉市民となった昭和41年頃よりあり、その
後の昭和50年頃には推進役の青年会議所によっ
て「市民の誇り　竹喬館を建設しよう」という
看板が設置された。具体的には昭和54年５月10
日の竹喬死去により動き始めた。竹喬は故郷か
らの申し出を気にとめ、何点かの作品を買い戻
していたが、その意思を継いだ遺族が竹喬作品
18点を同年の10月に寄贈した。実際の美術館建
設にあたって、名称についての論議がされ、「笠
岡市立竹喬美術館」という作家名を冠した館名
となった。この決断が今日の状況をもたらす、
重要なポイントであったように思える。笠岡市
民は竹喬美術館のことをしばしば「竹喬さん」
と呼ぶが、その市民の愛着が遺族にとっては、
今日にいたるまでたまらない喜びであるようだ。�
　若干の曲折を経て、美術館は昭和57年10月に
オープンした。しかし、館蔵品はこのとき182
点に過ぎず、記念館的な美術館としては展示活
動に大きな課題を持って出発した。このあとし
ばらくの間、笠岡市の作品購入意欲を、遺族側
が見守る時期があった。笠岡市は少ない予算の
中で堅実に作品の購入を進めた。遺族はその都
度これに応え、自宅に残る作品を順次寄贈する
とともに、鑑定などで持ち込まれた作品のうち

で重要なものは買い戻して笠岡市に提供した。�
　また、展示活動ということでは、この美術館
を小野竹喬のみの常設館とするか、もしくは企
画展も行うのかという論議があった。これにつ
いても遺族から、「竹喬美術館を無批判に竹喬
を顕彰する美術館にしてほしくない。絶えず同
時代の歴史の中で比較対照しながら竹喬を捉え
てほしい」という要望が寄せられて、これに従
ってきた。京都の国画創作協会の画家、岡山の
日本画家、さらに東京の院展の画家を関係の深
い作家から取り上げてきた。�
　館蔵品の急速な増加、また、企画展の頻繁な
開催は、やがて新たな課題として収蔵庫と展示
室の狭さを生んだ。これを解決する新館建設は、
早くも開館10年後ぐらいから本格的に論議され、
本来であれば平成11年春に完成の運びであった。
何事も簡単にはいかないもので、財政状況の悪
化の前にあえなく無期凍結という事態にいたった。
しかし、笠岡市民の圧倒的な支援のもとに、き
わめて短期間に新館建設の方向が出され、まる
で夢のように完成して平成13年３月に開館した。�
　「竹喬先生は幸せな方ですね」という声を竹
喬ゆかりの日本画家の遺族からよく聴く。これ
とともに、「父の作品も竹喬先生と一緒に展示
してください」という寄贈の申し出をいただき、
今では館蔵品の1,477点のうち、竹喬以外の作
品が743点に及んでいる。竹喬を大切にしよう
とする市民の気持ち、それに応えようとする遺
族や行政、この親密な連関が功を奏して今日に
いたっている。今後も活動方針は変わらない。
ただし、館蔵品はおそらく一段と増えるであろう。
次の新館を考える時期もそう遠くないかもしれ
ない。�

〈　5　〉�

竹喬美術館開館20周年を迎えて�
笠岡市立竹喬美術館主任学芸員　  上  薗　四  郎�

�
�
�
　外国の本にふれながら、国際理解を深めませ
んか？　絵本の読み聞かせや、歌や�
ゲームを通して、中国のことをもっ�
と知りましょう。�
・開催日時／平成14年９月28日（土）�
　　　　　　14：00～15：30�
・会　　場／岡山県総合文化センター第一会議室�

（岡山市天神町）�

・講　　師／華　信来 氏�
　　　　　　（岡山県立大学非常勤講師)�
・内　　容／中国の絵本の読み聞かせ・歌と

ゲーム�
・対　　象／幼稚園児・小学生とその保護者�
・問合せ先／岡山県総合文化センター奉仕課�
　　　　　　国際資料係　　1（086）224－1286   �
・そ の 他／入場無料。事前申し込み不要。�
　　　　　　ただし、駐車場には限りがありま

すので、公共の交通機関を利用し
てご来場ください。�



平成14年度�

10・11月の催物案内�

▼ホール（固定席282席）�

期間�
（週）�

第　　１　　展　　示　　室�

大　　　　室� 小　　　　室�

第　　２　　展　　示　　室�

大　　　　室� 小　　　　室�

10/１�
�

10/６�
〜�

10/８�
�

10/13
〜�

10/15�
�

10/20
〜�

10/22�
�

10/27
〜�

10/29�
�

11/３�
〜�

11/５�
�

11/10
〜�

11/13�
�

11/17
〜�

11/19�
�

11/24
〜�

11/26�
�

12/１�
〜�

▼ギャラリー�

※ホ－ルは、楽屋25�・舞台96.40�・客席196.98�・固定席282席です。 �
※使用希望者は、３ヶ月ごとの抽選会に出席してください。 �
※平成14年度のホール抽選会は、６/３（12～２月）・９/２（３～５月）・12/２（６～８月）・３/３（９～11月）ですが、抽選済みの期間で空きがあ
れば随時受け付けています。�
※使用目的は、ピアノ発表会・バンド演奏会・演劇公演等、営利目的以外の芸術文化関係の催しに限ります。�
※上記の催し物は、８月末現在申し込み済みのものです。 �
　主催団体の都合で、中止・変更等の場合もありますので、事前に御確認願います。 �
※会員……文化センター友の会及び文化振興会会員�

※ギャラリーの開場時間は通常９時から17時です。�
※団体の都合により、展覧会名称・入場料等が変更されることもあります。�
※会員……文化センター友の会及び文化振興会会員�

10/４ F�
10/５ G�
10/６ A�

10/12 g�
�

10/19 g�
�
10/20 a�

10/23 d�
�

10/26 G�

10/27 A��

11/９ g�
�
11/10 a�

11/17 a�
�
11/23 G�
�
11/24 A�
�
11/30 G�
�
12/１ A

（第331回 文化センター土曜劇場）�
　岡山県高等学校演劇協議会公演�
�
理大RJB 清心パピルス�
　ジョイント・ライブ�
『岡山地方史研究会』100号記念シンポジウム�
　地域から未来を語る�
ピアノ発表会�

花の銀行頭取会議�
�
（第332回 文化センター土曜劇場）�
　CARATプロジェクトカンパニー公演�
　『あたま山心中～散ル散ル、満チル～』�

劇団黒い兎団 第６回公演�
　『シアー・ハート・アタック』�
�
第８回 OTSコンサート�
　～子供のための音楽会～�
（第333回 文化センター土曜劇場）�
　演劇工舎「ゆめ」公演�
　「ドアをあけると・・・・」�
　　Communicating Doors�
（第334回 文化センター土曜劇場）�
　びっくり座ユニークシアター＆岡山ろう者劇団『夢二』�
　手話劇「オズの魔法使い」�

13：00～�
９：00～�
９：00～�

13：00～16：00�
�

13：00～�
�
未　　定�

10：00～�
�

18：00～20：00�

14：00～16：00� �
14：00～�
18：00～�
13：00～�
�
�
13：00～�
18：00～�

13：00～�
�
14：00～�
18：00～�
13：00～�

�
無　　料�

�

500円�
�

無　　料�
（資料費500円）�
無　　料�

無　　料�
�
前1,500円／1,000円（大学生以下）�
当1,800円／1,200円（大学生以下）�
会員・65歳以上・身障者・岡山県芸術祭実行委員会委員 無料�

前1,500円／1,300円（学生）�
当1,800円／1,500円（学生）�
�

無　　料�
�

前：1,300円／当：1,500円�
大学生：1,000円／中高生：800円�
小学生以下（保護者同伴）・会員・65歳以上・身障者 無料�
�
前：1,200円／小中学生：500円�
当：1,500円／小中学生：700円�
会員 無料�

�
岡山県総合文化センター�
�
岡山理科大学 R J B�
清心女子大学 パピルス�

岡山 地 方 史 研 究 会�
�
阿部 裕子　寺崎由美子�
岡山県花の中央銀行�
岡山県コミュニティ協会�
�
岡山県総合文化センター�
�
�
劇 団 黒 い 兎 団�
�
岡山県小学校音楽教育研究会�
O T S シンフォニ ー�
�

岡山県総合文化センター�
�
�
�
岡山県総合文化センター�

日（曜）� 催　　　　　　　　物� 時　　間� 料　　　　　金� 主　　催　　者�

 ◆ 催し物案内と文化センターニュースはホームページでもご覧になれます。（http://www.libnet.pref.okayama.jp）�
編集・発行　岡山県総合文化センター　岡山市天神町8－54　電話 086－224－1286　Fax 086－224－1208

古紙配合率100%再生紙を使用しています�

�
第11回 嘉墨会展�
水墨画100点・日本画10点�
〈嘉墨会〉�
※入場無料�

日本画 朱のグループ有志会展�
日本画35点�
〈日本画朱のグループ有志会〉�
※入場無料�

公募 第24回 玄画会展覧会（本展）�
日本画19点・洋画19点・水墨画55点・工芸17点�
〈玄画会〉�
※一般500円、大学生以下・65歳以上・会員 無料�

第42回 西日展（公募）�
書300点�
〈（社）養和書道院〉�
※入場無料�

日本画・水墨画 静流会第25回展�
日本画・水墨画45点�
〈日本画・水墨画 静流会〉�
※入場無料�

第44回 養和書道院展�
書200点�
〈（社）養和書道院〉   �
※入場無料�

第18回 岡山県厚生年金受給者協会生きがい美術展�
洋画80点、写真・工芸60点�
〈岡山県厚生年金受給者協会〉�
※入場無料�

春陽会瀬戸内作家展�
洋画・版画30点�
〈春陽会岡山〉�
※入場無料�

第28回抱象会書展�
書75点�
〈抱象会〉�
※入場無料�

第11回 白日会岡山支部展�
洋画35点・彫刻3点�
〈白日会 岡山支部〉�
※入場無料�

第27回 金光ゆうざきフォト集団写真展�
写真100点�
〈金光ゆうざきフォト集団〉�
※入場無料�

自詠書展�
書45点�
〈岡山県書と歌の会〉�
※入場無料�

第55回 水墨画虎杖会展�
水墨画90点�
〈水墨画虎杖会〉�
※入場無料�

第7回 凌尚会書道展 �
書40点�
〈凌尚会〉�
※入場無料�

第38回 岡山彫刻会展�
彫刻70点�
〈岡山彫刻会〉�
※入場無料�

第39回 墨象会展�
書100点�
〈墨象会〉�
※入場無料�

第18回 梅操展�
洋画・書道・染色 他100点�
〈梅操会〉�
※入場無料�

第25回 瀬戸内版画展�
版画70点�
〈瀬戸内版画会〉�
※入場無料�

第11回「宙」日本画作品展�
日本画35点�
〈「宙」日本画勉強会〉�
※入場無料�

第52回 岡山県勤労者美術展（開会11/13）�
日本画82点・洋画223点・書116点・写真200点�
〈（社）岡山県労働者福祉協議会〉�
※入場無料�

岡山県書道協会展�
書60点�
〈岡山県書道協会〉�
※入場無料�

第20回 ODA展�
デザイン50点�
〈岡山デザイナーズ協会〉�
※入場無料�

第26回 岡山県高等学校総合文化祭・書道部門 第16回 岡山県高校生書道展覧会�
書200点�
〈岡山県高等学校芸術文化連盟・書道部会 岡山県高等学校書道連盟〉�
※入場無料�

チャーチル会岡山「秋の作品展」�
洋画・日本画等160点�
〈チャーチル会岡山〉�
※入場無料�

第30回 土筆会展�
日本画45点�
〈土筆会〉�
※入場無料�

岡山県女流書道展�
書120点�
〈岡山県女流書道協会〉�
※入場無料�

第14回 創彩展 �
洋画30点・水彩5点�
〈創彩会〉�
※入場無料�


